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令和８年度 第３４回全国中学生空手道選手権大会実施要項 

 
 

１ 大 会 名  令和８年度 第３４回全国中学生空手道選手権大会 

 
２ 主  催  公益財団法人全日本空手道連盟 全国中学校空手道連盟 
 

３ 主  管  一般社団法人静岡県空手道連盟 静岡県中学校空手道連盟 

 
４ 後  援   スポーツ庁 公益財団法人日本スポーツ協会 公益財団法人日本武道館  
         静岡県 静岡県教育委員会 静岡市 公益財団法人静岡県スポーツ協会  

全日本空手道連盟東海地区協議会 静岡新聞社 静岡放送 （順不同） 
 
５ 協  力   公益財団法人するが企画観光局 しずおかコンベンションビューロー 

                            
６ 場  所  このはなアリーナ（草薙総合運動場 体育館） 

住所：〒422-8008 静岡県静岡市駿河区栗原 19-1 
TEL：054-208-3121 

 
７ 日  時  令和８年８月２１日(金)～２３日(日)  
 
（1）受  付   ８月２１日(金)受付場所にて都道府県毎にプログラム、選手・監督の ID カード、参加記念品 

等を配布する。なお、ゼッケンのみ都道府県空手道連盟事務局または送付指定先にレターパ

ックライトにて事前に送付する。 

（2）競技日程 

８月２１日（金）大会１日目 ８月２２日（土）大会２日目 ８月２３日（日）大会３日目 

受付     13:00～ 
練習(指定場所)13:15～15:00 
審判会議   14:00～14:40 
代表監督会議 14:45～15:25 
開会式    15:40～16:40 

競技開始 9:00～（開場 8:00） 
（個人形、団体形） 
 (個人・団体組手１回戦) 
 
競技終了 18:30 

競技開始 9:00～（開場 8:00） 
（個人組手、団体組手）  
 
 
閉会式 15:45～ 

（3）会  議 

会 議 名 日   時 場   所 

受付（都道府県毎） ８月２１日（金）13;00～ このはなアリーナ ２階 正面受付 

審 判 会 議 ８月２１日（金）14:00～14:40 このはなアリーナ １階 会議室 

代 表 監 督 会 議 ８月２１日（金）14:45～15:25 このはなアリーナ １階 会議室 

※「受付場所」にて学校・チーム毎に小分けして、各県毎の段ボール箱を配布する。 
  （プログラム、ＩＤカード、参加記念品、監督資料） 

（4）練習会場  
８月２１日（金） サブアリーナ  練習時間 13:15～15:00 (開会式招集 15:00 より) 

８月２２日（土） サブアリーナ  練習時間   8:00～17:00 

８月２３日（日） サブアリーナ  練習時間   8:00～14:00 

 

８ 種  目 

 組 手 競 技 形 競 技 

男  子 団 体 組 手 個 人 組 手 団 体 形 個 人 形 

女  子 団 体 組 手 個 人 組 手 団 体 形 個 人 形 
 
９ 競技規定 
  公益財団法人全日本空手道連盟空手競技規定及び全国中学校空手道連盟申し合わせ事項による。 
10 競技方法 
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(1) 組手競技はトーナメント方式とし、３位決定戦及びビデオレビューは行わない。形競技はトーナメ
ント (赤青フラッグ) 方式とし、３位決定戦は行わない。 

なお、組手、形競技共に、プロテストは実施しない。 
(2) 団体形競技登録および団体組手競技登録は、５人までの３人制とする。 
(3) 学校対抗もしくはクラブチーム（道場も含む）対抗とする。ただし、拠点校方式（※注１）もしく

は地域合同部活動（※注２）での出場は認める。１校もしくは１チーム（１道場も含む）から１チ
ームとする。 

 ※注１・・・拠点校方式とは、在籍校に希望する部活動がない、希望する部活動はあるが専門的に 
指導できる顧問がいない場合に、参加を希望する生徒を一つの学校が受け入れる方式 
（文部科学省 HP） 

    ※注２・・・地域合同部活動とは、自治体が部活動を学校単位から地域単位の取り組みにしたもの 
Ａ都道府県内に拠点のある次の①、②、③のいずれかに所属していなければならない。 
①Ａ都道府県内中学校の在校選手 
②Ａ都道府県内クラブチーム所属選手 

 ③Ａ都道府県内道場所属選手。  
※②、③で参加する選手は、Ａ都道府県以外の中学校に所属する選手でも参加することが出来る。  
※②クラブチーム所属選手には、拠点校方式(※注１)、地域合同部活動(※注２)の選手を含むもの 

とする。 
※一人の選手が、上記①から③で、複数の団体に所属する時、同一の団体からの参加のみ認める。
(複数団体よりの参加を認めない。) 

※複数の都道府県の予選会に参加した選手は、本大会の出場は認めない。 

(4) 団体組手競技、団体形競技は、登録された選手のオーダー変更は回戦ごとに自由とする。なお、団体 
組手は２名でも参加可能とするが、対戦するチームが双方２名であることを確認できた場合は、オー 
ダーは先詰めとなる。 

(5) 組手競技について 
①６ポイント差とし、競技時間は１分３０秒間フルタイムとする。 

    ②安全具は、公益財団法人全日本空手道連盟承認の拳サポーター（赤・青）、ボディプロテクター、 
ニューメンホーⅦ、シンガード・インステップガード、男子はファールカップを着装すること。 
シンガード・インステップガードは白色の物で、公益財団法人全日本空手道連盟承認のミズノ
㈱、㈱東海堂、㈱ヒロタ、㈱守礼堂、㈱ミツボシ（ハヤテ）、アディダス、Daedo の各社製とす
る。ただし、高体連用のインステップガード新製品（全空連マークと高体連マークの両方が入っ
ている 2022年新製品）は使用可とする。 

  (6) 形競技について 
   ①フラッグ方式とする。 
   ②第Ⅰ・Ⅱ指定形及び競技形は、空手道競技規定(JKF)の指定形・競技形リストから選択する。 
    ア. 1.2回戦は第Ⅰ指定形とし、同じ形を繰り返し演武することができる。 
    イ. 3.4回戦は第Ⅱ指定形とし、同じ形を繰り返し演武することができる。 

ウ. 準々決勝戦は、1回戦から 4回戦までで演武していない競技形とし、準決勝戦以降は、演武す 
る形が連続しなければ同じ形を演武することができる。 

(7) 赤帯・青帯は公益財団法人全日本空手道連盟で承認された帯を各自必ず持参し、使用すること。 
※氏名、所属等の表示を認める。所属の表示は、「全日本空手道連盟」または「都道府県空手道連 
盟」、「所属中学校名もしくはクラブチーム（道場も含む）名（以下，「参加名」とする）」とす 
ることが望ましい。※帯止めは使用しない。 

(8) 服装について 
①選手は、競技規定に沿った清潔な白の空手着を着用すること。上衣の左胸に「参加名」（20cm× 
８cm 程度）のみ記入、もしくは標記した規格のものの４辺を縫いつけること。左袖に都道府県 
名を記入する。色は黒色とするがスクールカラーの使用は認める。 
ゼッケンは事前に郵送されたものを競技開始までにしっかり４辺を背中に縫いつけること。 ゼッ 
ケンのないものは参加できない。組手競技中に外れた「参加名」およびゼッケンは次の回戦までに 
縫い付けること。 
上記の他、氏名、ラベル以外の表示は認めないが、上衣の首襟元、右胸への製造業者商標（4㎝×5 
㎝以内）のある空手衣の着用は可とする。 
 

②競技場内において選手につく監督の服装については、以下の通りとする。 
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・全空連指定ポロシャツ（臙脂色）とする。 
・スラックスは、黒・紺・グレーとし、女性はスラックスまたはスカートでもよい。 
・シューズは、派手な色合いは禁止とする（サンダルは禁止とする）。 

③監督、コーチ、選手は品位ある態度で競技に臨むこと。選手は、染髪および脱色、ピアス、過度の 
 空手着の変形等、競技者としてふさわしくないと判断された場合、参加を取り消す。 
※空手着上衣の腰部の紐を結ぶこと。空手着上衣の胸部の紐はつけない。 
 

11 表 彰   
個人種目・団体種目ともベスト８まで表彰する。 

 
12 審判員   

大会審判団は、公益財団法人全日本空手道連盟公認審判員により編成される。 
(1) 選手が参加する都道府県は、２名(65歳以下)の審判員を推薦し派遣すること。 

なお、各都道府県が推薦する審判員は全国組手審判員及び地区形審判員以上の資格を有すること。 
(2) 大会審判員に不足が生じた場合は、開催地区協議会から選出し委嘱する。 
(3) 審判員に係る経費は、大会実行委員会では負担しない。 
(4) 派遣審判員は、参加申込書（表紙）に記入し、参加申込みと同時に提出する。 

 
13参加資格 
（1）選手は、所属する中学校所在地もしくはクラブチーム（道場も含む）の都道府県中学校空手道連盟 

または都道府県空手道連盟を通して、公益財団法人全日本空手道連盟に登録している会員であり、 
公益財団法人全日本空手道連盟公認段級位を保有していること。 

（2）所属する都道府県中学校空手道連盟または都道府県空手道連盟の主催による予選会において選抜さ 
れた選手、またはそれらの連盟の承認を受けた選手であること。 

（3）各都道府県（都市大会を含む）予選会並びに全国大会の参加は、中学校単位もしくはクラブチーム 
（道場も含む）単位とする。ただし、拠点校方式（※注１）もしくは地域合同部活動（※注２）で 
の出場は認める。全国大会での参加名称は、「参加名」とする。 
個人戦と団体戦は同じ都道府県から申し込む。なお、予選会は１つの都道府県にて、学校対抗もし 
くはクラブチーム（道場も含む）のいずれか一方でしかエントリーはできない。予選会で敗退した 
チームの選手が、別のチームに移籍して全国大会に出場することは認めない。 
※都道府県の予選会に参加する選手には、事前に公益財団法人全日本空手道連盟会員登録をさせる 
こと。 

(4) 監督は、「当該中学校の教員及び校長が認める指導者」、もしくは「公益財団法人全日本空手道連 
盟に登録している会員で、公益財団法人日本スポーツ協会公認空手道コーチ１以上、または都道府 
県組手審判員以上の資格を有する者」であること。 
 

14 参加制限 
（1）各都道府県の参加数は下記の通りとする。 

種 目 
参 加 数  

開催県 各都道府県  

男子団体組手 4チーム 2チーム  

女子団体租手 4チーム 2チーム  

男子個人組手 4名 2名 ※個人種目において(3)に該当する選手 

女子個人組手 4名 2名 は規定の「参加数」に追加できる。 

男子団体形       4チーム 2チーム  

女子団体形       4チーム 2チーム  

男子個人形       4名 2名  

女子個人形       4名 2名  
（2）各参加のチーム編成は下記の通りとする。 

個人種目 

選手１名 

監 督 コーチ  

1名 1名  

団体種目 
登録選手指定数以内 

監 督 コーチ  

1名 1名  
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    監督は、複数のチームの監督を兼ねることができる。 

    監督は、コート内および練習会場内に帯同でき、団体１チームもしくは個人１名につき１名 
とする。 

    コーチは、練習会場内に帯同でき、団体１チームもしくは個人１名につき１名とする。 

 

（3）第３３回大会で個人種目ベスト８に入賞した選手及び第２０回全国中学生空手道選抜大会優勝者は指定 

選手として参加権をもちシードする。 

 

※上記（3）に該当する選手であっても、各都道府県からの申込みが必要である。 
 
15 参加申し込み 

(1) 申し込み方法 
各都道府県中学校空手道連盟または各都道府県空手道連盟が取りまとめて行う。 
①全国中学校空手道連盟ホームページよりダウンロードした参加申込書を当該校（関係者）に送付・送信する。 

全国中学校空手道連盟ホームページ   http://jjkf.net/ 

②当該校（関係者）は必要事項を記入(入力)し、各都道府県中空連または各都道府県連担当者に送付・ 
送信する。申込書類一式は担当者が保管する。 

③上記担当者は必要事項を打ち込み、プリントアウトし押印したものを、下表の申込先へ必ずレターパ 
ックライトにて郵送する。あわせて、電子データを下記アドレスまでメールにて送信する。 

申込先 必要書類 

〒７３９－０１４４ 
広島県東広島市八本松南四丁目２４－２０ 
芥川 佳子 宛 
【電子データ送信先アドレス】 
 アドレス ：kakutagawa@hi.enjoy.ne.jp  

①参加申込書(表紙) 
②参加申込書(個人種目，団体種目) 
③プログラム用男女別名簿 
④派遣審判員連絡先 
＝以上 郵送及びメール送信＝ 

⑤振込明細書のコピー(郵送のみ) 芥川 佳子  宛 
 

(2)申し込み締め切り  令和８年６月３０日（火）必着 
 
16 組み合わせ抽選 
  令和８年７月１１日（土）、全国中学校空手道連盟および大会実行委員会において行う。 
  ※抽選結果は、令和８年７月２１日（火）までに全国中学校空手道連盟ホームページに掲載する。 
 
17 参 加 費 
（1）団体種目は１チーム１種目２４，０００円、個人種目は１人１種目８，０００円とする。 
    なお、団体種目参加者が個人種目に参加するときも、個人の参加費を必要とする。 
（2）各都道府県中学校空手道連盟または各都道府県空手道連盟で取りまとめ、下記口座に振り込むこと。 
    郵便局備え付けの「払込金受入票」にて払い込むと送料が安く、通信欄に内容を記す事ができる。 

（銀行からの振込みの場合は、受領書のコピーを参加申込用紙に添付すること。） 

（3）振込先   【金融機関名】ゆうちょ銀行 
【店  番】  ０８８ 
【店  名】 〇八八（ゼロハチハチ） 
【預金種目】 普通預金 
【口座番号】  １３９７３９９ 
【口 座 名】  全国中学校空手道連盟／ゼンコクチユウガツコウカラテドウレンメイ 

（4）参加費納入締め切り  令和８年６月３０日（火）必着 
(注-1) 本人の都合による棄権は参加費を返却しない。 
 

18 宿泊・弁当申込 

案内の指定旅行業者による斡旋宿泊施設及び大会専用弁当の注文を利用する。役員・審判員につきま 

しては、宿泊・レセプション参加・開会式出席を指定旅行社に予約・連絡すること。 

 

http://jjkf.net/
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19 傷害処置及び対策 

(1) 選手は、各自の責任において健康診断を受け、医師の出場許可を受けておくこと。また、本大会に 

は必ず健康保険証を持参すること。 

(2) 参加選手は全員スポーツ傷害保険に加入していること。また、「日本スポーツ振興センター」の適 

用に関しては、事前に学校に校外活動の申請をしておく必要がある。万が一事故があった場合は必 

ず学校に届け出ること。 
(3) 出場選手が競技中負傷した場合は、主催者において応急処置をするが、その後の責任は負わない。 

 

20 その他 

(1) 各中学校のプラカードは使用しない。 

 

21 問い合わせ先 
問い合わせに際しては、「宿泊・弁当等」に関する指定旅行業者宛のものを除いて、都道府県空手道連 

盟の担当者がおこなうこと。 

(1)要項及び参加申込について 

※都道府県空手道連盟の担当者が

行うこと。 

※団体や個人の問い合わせには対

応できません。 

 全国中学校空手道連盟 

  事務局長 芥川 佳子（アクタガワ ケイコ） 

ＴＥＬ  : 080-3052-7722 

Ｅ-mail : kakutagawa@hi.enjoy.ne.jp 

(2)会場について 

 

 

 

 

 

  第３４回全国中学生空手道選手権大会 大会実行委員会 

〒422-8035 静岡市駿河区宮竹 2-6-3    

静岡県空手道連盟 競技委員会    

田辺 豊 (タナベ ユタカ)    

ＴＥＬ  : 080-1622-5148  

Ｅ-mail : abekawa.karateschool@gmail.com 

(3)協賛広告等について 

  

 第３４回全国中学生空手道選手権大会 大会実行委員会 

〒422-8035 静岡市駿河区宮竹 2-6-3    

静岡県空手道連盟 競技委員会    

柴川 達也 (シバカワ タツヤ)    

ＴＥＬ ： 090-5637-7077 

Ｅ-mail : okitsudojo@gmail.com 

(4)弁当について 

  

 

 

 

第３４回全国中学生空手道選手権大会 大会実行委員会 

〒422-8035 静岡市駿河区宮竹 2-6-3    

静岡県空手道連盟 競技委員会    

田辺 敦子 (タナベ アツコ)    

ＴＥＬ ： 080-1622-5693 

Ｅ-mail : abekawa.karateschool@gmail.com 

(5)宿泊・アクセスについて 

  

 

 

 

第３４回全国中学生空手道選手権大会 指定旅行業者 

(株)JTB静岡支店 

   (第３４回全国中学生空手道選手権大会担当デスク) 

〒420-0857 静岡県静岡市葵区御幸町 5-9 

静岡フコク生命ビル 8階 

営業課：加藤雅大・木島菜々子  

TEL:054-251-2398 E-mail: m_kato293@jtb.com 
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 22  肖像権について  

本大会は、大会の模様をインターネットのライブ配信を予定している。 

肖像権の取り扱いについて下記の通りとする。 

 (1)  公益財団法人全日本空手道連盟が認めたライブ配信業者等によって撮影された映像が、中継・録画放 

 映及びインターネットにより配信されることがある。 

 (2) インターネットのライブ配信に際して、個人情報（氏名、所属など）、大会記録等を公表することが 

   ある。 

 (3) 大会参加申し込みにより、上記⑴⑵の取り扱いに関する承諾はいただいたものとする。 

 (4) 訂正などを希望される場合は、本人であることを確認したうえで、当連盟の定める書面の提出又は当連

盟ホームページからのお問い合わせフォーム（https://www.jkf.ne.jp/contactus）により対応に応じ

る。 

 

 23  このはなアリーナ会場の利用に関して 

  ・観覧席は、大会実行委員会が指定した都道府県の指定場所に座ること。 

      以上 


